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平成 25 年度決算を認定
11名の議員が市政を問う

行政視察報告
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いざ、原尻の合戦！（緒方小学校運動会）
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成
26
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
２
日
か
ら
30

日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。日

に
は
、
行
政
視
察
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
決
算
認
定
や
一
般
会
計

補
正
予
算
、「
消
防
長
及
び
消
防

署
長
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
制

定
」
な
ど
17
議
案
と
認
定
11
件
、

報
告
２
件
、
諮
問
１
件
、
請
願
２

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

月
８
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般

質
問
に
は
11
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
過
疎
化
対
策
や
遊
具
の
使
用
、

災
害
対
策
な
ど
、
執
行
部
と
活
発

な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
（
10
～
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

務
・
厚
生
文
教
・
産
業

建
設
の
３
常
任
委
員
会

が
17
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
16
議
案
と
請
願
２
件
に
つ
い

て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

終
日
に
は
、
３
常
任
委

員
会
の
委
員
長
報
告
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
議
案
17
件
、

認
定
11
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
69
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平

総

初

最

９

子ども・子育て支援法の規定に基づき
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の制定について

子育て支援の充実を図るため、条例を整備

が
定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、

幼
稚
園
や
地
域
型
保
育
事
業
の
基
準

と
な
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
設
備
や
運
営
の
基
準

は
、
利
用
す
る
子
ど
も
の
身
体
的
、

精
神
的
及
び
社
会
的
な
発
達
の
た
め

に
必
要
な
生
活
水
準
を
確
保
す
る
た

め
に
定
め
ら
れ
た
基
準
で
す
。

国

三重幼稚園

傍聴人数

平
成
25
年

第１回定例会 64 人

第２回定例会 73 人

第３回定例会 37 人

第４回定例会 41 人

平
成
26
年

第１回定例会 48 人

第２回定例会 35 人

第３回定例会 69 人
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９月定例会（一般会計補正予算、条例）

一般会計補正予算（第4号）

4億7581万5千円
266 億 9064 万 3 千円

8140 万 7 千円
853 万 2 千円

　基金運営管理事業
　立木被害森林緊急整備事業

追加

《一般会計予算総額》

道の駅「あさじ」休憩テラス改修工事請負費
609 万 3 千円

市道維持補修工事請負費
2 億 5000 万円

ツーリズム協会補助事業
1500 万 4 千円

市道高津原中道線道路拡幅工事、市道三重原大屋線側溝布設工事など（他多数）

休憩テラスを舗装改修するものです。 主にツーリズム協会設立に伴う助成です。
観光協会は解散し、11 月からツーリズム
協会となります。

市道高津原中道線 市道三重原大屋線

【その他の主な事業】

主な事業
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《各会計の決算状況》

《一般会計決算の内訳》

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
　 一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 273 億 5501 万 6 千円 258 億 5049 万 9 千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 53 億 9883 万 2 千円 52 億 4391 万 2 千円
後 期 高 齢 者 医 療 5 億 6923 万 6 千円 5 億 6685 万 8 千円
介 護 保 険 65 億 6446 万 1 千円 64 億 1610 万 8 千円
農 業 集 落 排 水 2 億 4016 万 2 千円 2 億 3455 万 3 千円
公 共 下 水 道 1 億       1 万 4 千円 9370 万 6 千円
浄 化 槽 施 設 4824 万 9 千円 4673 万 3 千円
簡 易 水 道 3 億 3350 万 7 千円 3 億 1319 万 9 千円
太 陽 光 発 電 事 業 7 億 7309 万 4 千円 6 億 8846 万 1 千円

計 140 億 2755 万 4 千円 136 億   353 万　　円    
合　　　　計 413 億 8257 万 1 千円 394 億 5402 万 9 千円

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

企
業
会
計

上 水 道
収 益 的 収 支 2 億 5200 万 2 千円 1 億 8715 万 4 千円
資 本 的 収 支 5 億 5654 万 4 千円 6 億 7151 万　　円

病院事業
収 益 的 収 支 30 億 8892 万 5 千円 32 億  400 万 4 千円
資 本 的 収 支 4 億    32 万 8 千円 5 億 1933 万 3 千円

平成25年度

決算 算
特
別
委
員
会
（
小
野
順

一
委
員
長
）
が
、
９
月
22

日
と
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
上

水
道
・
病
院
事
業
特
別
会
計
の
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

ず
れ
も
慎
重
審
査
の
結
果
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
９
月
30
日
の
本
会
議
で
採
決
の

結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。　

決い

決算特別委員会の様子

認
定

地方交付税
132 億 2448 万円

48.3％

国・県支出金
52 億 9575 万円

19.4％

市債
16 億 9440 万円

6.2％

②
市税

30 億 6078 万円
11.2％

繰越金
8 億 9646 万円

3.3％

自主財源
23.1％義務的経費

53.1％
その他の経費
33.4％

投資的経費
13.5％

依存財源
76.9％

①

人件費
53 億 1967 万円

20.5％

扶助費
38 億 1400 万円

14.8％

公債費
46 億 539 万円

17.8％物件費
25 億 5759 万円

9.9％

補助費等
16 億 3453 万円

6.3％

繰出金
32 億 1620 万円

12.5％

①

普通建設事業費
30 億 6563 万円

11.9％

災害復旧事業費
4 億 2227 万円

1.6％

①その他の経費
　12億1522万円
　（4.7％）

【内訳】
◆維持補修費
　2億88万円
　（0.8％）
◆積立金
　8億8388万円
　（3.4％）
◆投資・出資金・貸付金
　1億3046万円
　（0.5％）

258 億5050 万円合計 273 億5502 万円合計

①その他自主財源
　23 億 6908 万円（8.6％）

【内訳】
◆分担金及び負担金
　4 億 7795 万円（1.7％）
◆使用料及び手数料
　5 億 1150 万円（1.9％）
◆財産収入
　6763 万円（0.2％）
◆寄附金
　3322 万円（0.1％）
◆繰入金
　9 億 1582 万円（3.4％）
◆諸収入
　3 億 6296 万円（1.3％）

②その他依存財源
　8 億 1408 万円（2.9％）

【内訳】
◆地方譲与税
　3 億 5047 万円（1.3％）
◆交付金
　4 億 6361 万円（1.6％）

歳 入歳 出
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9 月定例会（決算認定）

《議会費の推移》

基　　金　　名 平成24年度末現在高 平成25年度末現在高

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 51 億   515 万 7 千円 55 億 7828 万 2 千円
減 債 基 金 17 億 9261 万 2 千円 17 億 9449 万 9 千円
その他特定目的基金 82 億      57 万 6 千円 81 億 4549 万 1 千円
その他定額運用基金 7 億 2083 万       円 7 億 2083 万　　　円

特
別
会
計

国民健康保険基金 6975 万 2 千円 6976 万 6 千円
高額療養費貸付基金 500 万　　　円 500 万　　　円
出産資金貸付基金 300 万　　　円 300 万　　　円
介護給付費準備基金 4 億 1037 万 3 千円 4 億 3131 万 9 千円
農業集落排水事業基金 7951 万 4 千円 5005 万 6 千円
公共下水道事業基金 538 万 7 千円 418 万 7 千円
浄化槽整備推進事業基金 357 万 3 千円 240 万 9 千円
簡易水道事業基金 　9208 万 1 千円 　9212 万 1 千円

　 合 計 　 164 億 8785 万 5 千円 168 億 9696 万　　　円

会　　計　　名 平成24年度末現在高 平成25年度末現在高
一　般　会　計 303 億 5315 万 5 千円 277 億 9546 万 6 千円

特
別
会
計

介 護 保 険 8666 万 6 千円 4333 万 3 千円
農 業 集 落 排 水 12 億 7504 万 1 千円 12 億 1054 万 3 千円
公 共 下 水 道 5 億 　207 万 9 千円 4 億 5946 万 5 千円
浄 化 槽 施 設 7484 万 1 千円 6777 万 3 千円
簡 易 水 道 14 億 9360 万 6 千円 13 億 6191 万 9 千円
上 水 道 7 億 7436 万　　　円 12 億 8283 万 7 千円
病 院 事 業 30 億 1908 万　　　円 30 億 8349 万 5 千円

合　　　　計 375 億 7882 万 8 千円 353 億 483 万 1 千円

基金（貯金）地方債（借金） 一般会計・特別会計 一般会計

　

前
年
度
に
比
べ
る
と
１
４
４
２
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
議
員
定
数
削
減
に
よ
る
報
酬

等
の
減
少
や
、
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に

よ
る
公
費
負
担
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

2.6

2.5

2.4

2.3

2.2

2.1

2.0

1.9

単
位
：
億
円

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

　

本
市
の
平
成
25
年
度
の
一
般

会
計
及
び
７
特
別
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
で
あ
っ
た
。
本
年
度
よ
り

太
陽
光
発
電
事
業
特
別
会
計
が

加
わ
り
８
特
別
会
計
と
な
っ
て

い
る
が
、
太
陽
光
発
電
事
業
の

事
業
開
始
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
で
あ
る
。

　

財
政
運
営
状
況
を
見
る
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及
び

将
来
負
担
比
率
全
て
に
お
い
て
、

国
の
示
す
早
期
健
全
化
基
準
以

下
で
あ
り
良
好
と
い
え
る
。
経

常
収
支
比
率
（
86
・
０
％
）
も
１
・

０
ポ
イ
ン
ト
好
転
し
て
お
り
、

財
政
は
健
全
化
の
方
向
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
28
基
金

で
、
前
年
度
よ
り
４
億
９
１
０

万
５
千
円
増
加
し
、
１
６
８
億

９
６
９
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
収
入
に
つ
い
て
は
、

自
主
財
源
比
率
が
基
金
繰
入
金

等
の
増
加
に
よ
り
23
・
１
％
（
前

年
度
18
・
４
％
）と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
収
納
率
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
市
営
住
宅
使
用
料

は
、
平
成
26
年
度
よ
り
大
分
県

住
宅
供
給
公
社
へ
管
理
委
託
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
収
納

率
の
向
上
を
期
待
す
る
。

　

企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
上

水
道
事
業
は
当
年
度
純
利
益
を

計
上
し
て
い
る
も
の
の
、
病
院

事
業
は
１
億
１
５
０
７
万
９
千

円
の
損
失
と
な
っ
て
お
り
、
経

営
改
善
に
向
け
た
一
層
の
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

　

あ
と
１
年
で
交
付
税
の
合
併

特
例
が
終
わ
り
、
階
段
落
ち
が

始
ま
る
。
行
財
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
も
、

財
政
の
健
全
化
を
確
保
し
な
が

ら
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に

各
種
施
策
の
推
進
を
希
望
す
る
。

監
査
委
員
の
意
見

交
付
税
の
階
段
落
ち
ま
で
あ
と
１
年赤峯和憲代表監査委員
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委
員
会
審
査
報
告

総
務 

常
任
委
員
会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資
格
を
定

　

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
成

立
し
、
消
防
組
織
法
第
15
条
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
防
長
及
び
消
防

署
長
の
任
命
の
際
に
必
要
な
資
格
に
つ

い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌

し
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
、
市
町
村
の
消

防
長
及
び
消
防
署
長
の
資
格
の
基
準
を

定
め
る
政
令
を
参
酌
し
な
が
ら
運
用
し

て
き
た
と
こ
ろ
を
条
例
制
定
す
る
も
の

で
す
。

●
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

　

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
育
て
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
待
機

児
童
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く

た
め
に
、
条
例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

問　
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
苦
情
を

把
握
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
後
、
細
か
い
決
ま
り
に
つ
い
て

は
、
別
に
定
め
る
が
、
定
期
的
に
園
か

ら
の
自
主
的
な
報
告
を
求
め
る
よ
う
に

し
た
い
。

●
太
陽
光
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
に
つ
い
て

　

前
年
度
の
繰
越
金
を
一
般
会
計
に
繰

り
出
す
も
の
で
す
。

問　
大
野
の
第
５
発
電
所
は
、
西
大
分

の
変
電
所
の
関
係
で
売
電
開
始
が
遅
れ

て
い
る
が
、
九
電
へ
の
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
負
担
金
で
賄
え
る
の
か
。

●
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

　

定
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

　

６
月
定
例
会
で
議
論
し
た
「
安
倍
内

閣
が
進
め
る
集
団
的
自
衛
権
容
認
に
反

対
す
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
の
経
過
と
、

今
回
は
閣
議
決
定
と
い
う
新
し
い
事
態

に
対
し
て
、
そ
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
由
討
議
を

行
い
ま
し
た
。　
　

　

以
下
、
主
な
意
見
と
討
論
。

意
見　

今
回
も
閣
議
決
定
後
、
慎
重
に

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
閣
議
決

定
に
つ
い
て
、
拙
速
す
ぎ
る
部
分
が

あ
っ
た
と
は
思
う
が
、
も
う
閣
議
決
定

を
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
撤
回
」
と
い

う
意
見
書
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
う

気
が
す
る
。

反
対　

現
実
に
は
武
力
強
化
を
図
っ
て

い
る
近
隣
の
国
の
脅
威
に
は
す
さ
ま
じ

い
も
の
を
感
じ
て
お
り
、
現
在
の
日
本

は
何
を
す
る
べ
き
か
今
一
度
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

集
団
的
自
衛
権
に
関
し
て
賛
成
の
立
場

か
ら
、
こ
の
請
願
に
は
反
対
す
る
。

︻
そ
の
他
の
付
託
案
件
︼

●
他
、
７
議
案

●
豊
後
大
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の

　

見
直
し
に
関
す
る
請
願

答　
平
成
25
年
度
中
に
九
電
と
負
担

金
の
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
全
部
で

２
３
２
８
万
７
３
４
９
円
の
支
払
い
を

済
ま
せ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
精
算
し

て
、
本
年
度
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
第

５
発
電
所
は
、
工
事
が
12
月
中
旬
ま
で

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
精
算
金
額
は

ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
第
１
か
ら

第
４
発
電
所
は
、
精
算
金
が
全
体
で

９
万
円
で
あ
り
、
追
加
の
負
担
金
が
発

生
し
な
い
発
電
所
も
あ
っ
た
。
第
５
発

電
所
は
、
も
う
少
し
経
過
し
な
い
と
分

か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　
売
電
し
て
い
る
４
つ
の
発
電
所

は
、
計
画
ど
お
り
に
売
電
が
で
き
て
い

る
の
か
。

答　
８
月
末
ま
で
の
５
カ
月
間
に
約

３
５
０
０
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。

一
月
当
た
り
７
０
０
万
円
と
な
り
、

９
０
０
万
円
を
超
し
た
月
も
あ
っ
た
。

第
５
発
電
所
も
早
め
に
発
電
で
き
れ

ば
、
当
初
予
算
の
１
億
円
に
近
い
数
字

に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

消防署
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
に

　

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
万
４
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
２
６
８
万
５
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

問　
こ
れ
ま
で
修
繕
は
実
施
し
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
う
い
っ
た
内
容
の
修
繕

を
し
て
い
る
の
か
。

答　
大
野
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
を
汲

み
上
げ
る
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
た
め
、

修
理
に
１
０
０
万
円
ほ
ど
使
っ
て
い
ま

す
。

9 月定例会（委員会審査報告、請願・陳情）

千歳簡易水道の水源調査を実施

●
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

　

い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
９
４
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
２
２
９
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
歳
出
と
し
て
新
規
水

源
調
査
委
託
料
と
し
ま
し
て
、
当
初
、

掘
削
工
事
を
２
０
０
メ
ー
ト
ル
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
追
加
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
変

更
す
る
た
め
、
委
託
料
を
８
７
０
万
円

追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

あなたの意見や要望

請願・陳情
● 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る

請
願

　

安
倍
政
権
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
「
国
の
存

立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障

法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
と
の
閣
議
決
定
を
強
行
し
、
関
連
す

る
法
律
の
整
備
、
立
法
化
に
着
手
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
と
い
う
、
憲
法
の
基
本
原
則
に
関
わ
る
重
大
な
変
更
を
国

民
に
は
か
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
憲
法
99
条
で
憲
法
に
拘
束
さ

れ
る
は
ず
の
政
府
が
閣
議
決
定
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
立
憲

主
義
に
根
本
か
ら
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

● 

豊
後
大
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る

請
願

　

市
は
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
は
一
般
廃
棄
物

処
理
計
画
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
、
人
口
の
減
少
傾
向
か
ら

新
た
な
許
可
業
者
を
増
や
す
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
守
点
検
及
び
清
掃
業
務
を
一
括
し
て
の
契
約
と
す
る
た
め
、

公
共
施
設
の
保
守
点
検
業
務
さ
え
競
争
入
札
が
行
わ
れ
て
い
な

い
現
状
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
競
争
原
理
を
排
除
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
不
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
行
の
許
可
業
者
は
継
続
し
て
一
社
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ

と
は
市
民
感
覚
か
ら
大
き
く
乖か

い

離り

す
る
こ
と
で
あ
り
、
行
政
、

議
会
、
市
民
に
よ
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
問
題
を
大
多

数
の
市
民
の
声
と
し
て
反
映
す
る
た
め
、
次
の
２
点
を
請
願
す

る
も
の
で
す
。

１　

一
社
独
占
を
前
提
と
し
た
し
尿
、
汚
泥
処
理
計
画
の
検
証

２　

保
守
点
検
・
清
掃
業
務
を
区
別
し
て
競
争
入
札
制
度
を
確

立
す
る
。

︱ 

不
採
択 

︱

︱ 

不
採
択 

︱

︻
そ
の
他
の
付
託
案
件
︼

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

●
市
道
路
線
の
廃
止

●
市
道
路
線
の
認
定
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9 月定例会（賛否一覧、人事案件）

各議員の議案に対する賛否の状況
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野泰秀議員は議長職のため表決権はありません。

会派名
議

決

結

果

議

決

月

日

緑政会 清風クラブ 市民クラブ

　　　　　　　　　　　議員名

件　名　　　　　　　　　　　

首
藤　

正
光

小
野　

順
一

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

衞
藤　

正
宏

内
田　

俊
和

小
野　

勇
治

川
野　

優
治

髙
山　

豊
吉

佐
藤　

辰
己

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

佐
藤　

徳
宣

衞
藤　

竜
哉

恵
藤
千
代
子

宮
成　

昭
義

朝
倉　

秀
康

工
藤　

友
生

神
志
那
文
寛

赤
峰　

映
洋

人権擁護委員候補者の推薦 適任 9月 2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度一般会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
平成 25 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
平成 25 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
平成 25 年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
平成 25 年度農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度公共下水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度浄化槽施設特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度上水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度病院事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の制定 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の制定 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う関係条例の整備 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援
に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

手数料条例の一部改正 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の廃止 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 25 年度上水道特別会計未処分利益剰余金の処分 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 26 年度一般会計補正予算（第 4 号） 可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 26 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度介護保険特別会計補正予算（第1号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 26 年度公共下水道特別会計補正予算（第 1 号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度簡易水道特別会計補正予算（第1号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度病院事業特別会計補正予算（第1号）可決 9月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回を求める請願 不採択 9月30日 × × × × ○ × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○
豊後大野市一般廃棄物処理計画の見直しに関する請願 不採択 9月30日 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ×

適
任

人
事
案
件

任期　自：平成 27 年 1 月 1 日
　　　至：平成 29 年 12 月 31 日

小
こ

田
た

部
べ

　博
ひろし

 氏

【千歳町高畑】

生年月日　昭和 24 年  1 月 25 日

人権擁護委員候補者の推薦
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ががが11名の議員
を問うを問うを問う市政

月 8日から３日間にわたり行われた一般質問には 11 名の議員が登壇し、過疎化対策や市民病院、
遊具の使用、社会福祉など 24 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

９

衞藤竜哉（10 ページ）
・市内の道路環境整備は不十分ではないか
・避難指示・避難勧告等の危機管理体制は

朝倉秀康（11 ページ）
・どうする過疎化対策

衞藤正宏（12 ページ）
・市民病院の役割は
・改革が本市の将来を左右

恵藤千代子（13 ページ）
・リバーパーク犬飼「ブリュッケン城」の
　使用再開は
・利用がない奨学金・入学準備金貸付制度

小野勇治（14 ページ）
・葬儀に市長夫人が代理参列することは
　法に抵触しないのか
・総額 8,000 万円が使われた地域雇用創造
　事業の成果と継続は

赤峰映洋（15 ページ）
・ふるさと納税の本市における重要度は
・女性の更なる活躍促進は
・リバーパークの遊具再開は

内田俊和（16 ページ）
・市長の政策活動について
・中堅職員研修、食のモデル地域育成事業の
　事業展開の活動について

佐藤辰己（17 ページ）
・今後の人口動向と将来像

神志那文寛（18 ページ）
・「里見発見伝」事業での成果物を生かせ
・ジオパーク関連番組を、ビデオや DVD で
　市民に広げよう
・戦争体験集を作成し、戦争体験を未来へ
　伝えよう

宮成昭義（19 ページ）
・社会福祉の拠点施設の計画は
・災害時における市の対応のありようは

川野優治（20 ページ）
・浄化槽の清掃・汚泥の処理を一社独占
　体制で行うのは妥当か

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、
　　　　　　　本市議会の場合、質問時間は答弁も含め 1人 60分以内の一問一答方式で行っている。

※
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一　般　質　問

市内の道路環境整備は不十分ではないか
～ 市職員全員と郵便局員に対しても
　　　　　　　情報提供を依頼したい ～

質

質

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
問
う
。

　

①
支
障
樹
木
の
除
去
や

道
路
脇
の
除
草
作
業
を
増

や
す
べ
き
で
は
。

　

②
中
九
州
横
断
道
路
が

い
よ
い
よ
朝
地
町
ま
で
開

通
し
ま
す
が
、
案
内
板
等

の
設
置
要
望
を
し
て
い
る

の
か
。

　

③
県
道
の
主
要
幹
線
で

あ
る
三
重
新
殿
線
、
緒
方

大
野
線
、
三
重
野
津
原
線
、

緒
方
朝
地
線
の
道
路
改
良

の
要
望
を
。

　

④
市
道
の
維
持
管
理
の

現
状
を
調
査
し
、
補
修
等

も
っ
と
迅
速
、
適
正
に
す

べ
き
で
は
。

　

今
年
は
日
本
全
国
、
突

発
的
豪
雨
に
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
言
葉
を

失
う
ほ
ど
の
状
況
で
あ
り
、

本
市
で
も
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た

地
域
も
あ
る
。
市
民
の
避

難
体
制
は
大
丈
夫
か
。

　

①
現
在
で
も
積
雪
で
傾

い
た
竹
木
が
そ
の
後
の
雨

等
で
路
上
に
覆
い
か
ぶ
さ

り
通
行
の
支
障
に
な
っ
て

い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
た

め
追
加
補
正
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

②
以
前
に
朝
倉
議
員
の

質
問
を
受
け
、
中
九
州
横

断
道
路
に
「
道
の
駅
お
お

の
」
と
「
道
の
駅
あ
さ
じ
」

の
案
内
標
識
を
設
置
す
る

よ
う
、
国
土
交
通
省
に
要

望
し
ま
し
た
。

　

③
県
の
※
「
お
お
い
た

土と

木き

未め

来き

プ
ラ
ン
２
０
０

５
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
優

先
的
に
整
備
し
て
い
ま

す
。
緒
方
大
野
線
の
緒
方

町
馬
場
工
区
は
、
整
備
手

法
の
検
討
を
始
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

④
今
後
は
、
全
職
員
に

対
し
補
修
箇
所
を
発
見
し

た
ら
届
け
を
促
す
と
と
も

に
、
郵
便
局
員
に
も
情
報

提
供
を
依
頼
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

８
月
に
緒
方
町
長
谷
川

地
区
の
一
部
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。
空

振
り
も
想
定
さ
れ
ま
す
が

「
命
を
守
る
」
を
最
優
先

に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

異
常
気
象
に
よ
り
自
然
災

害
が
い
つ
発
生
し
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
か
ら
市
民
を
守
り
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
防
災
・
減
災
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

答
市
長

答
総
務
課
長

※おおいた土木未来プラン 2005 ＝大分県土木建築部策定の長期計画。公共事業を実施する必要性や重要性について、「安心して生活できる県土づくり」、
「交通ネットワークの充実」、「快適な生活環境の創造」という３つの節に整理し、社会資本整備を戦略的に進めていく道筋を示したもの。

衞
え

 藤
と う

 竜
た つ

 哉
や

市民クラブ

市道井上原線

避難指示・避難勧告等の危機管理体制は

～ 防災・減災体制の強化に努める ～
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～ 11 名の議員が市政を問う～

質

質

　

過
疎
化
対
策
を
国
策
と

し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
全

国
市
長
会
へ
要
請
し
て
も

ら
う
た
め
に
取
り
上
げ
た

問
題
だ
っ
た
が
、
今
回
の

安
倍
内
閣
改
造
で
石
破
茂

氏
を
※
地
方
創
生
大
臣
に
任

命
し
、
地
方
活
性
化
を
最

優
先
に
取
り
組
む
姿
勢
で

あ
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
事
務
所

を
つ
く
り
、
70
名
の
事
務

所
職
員
へ
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

は
ま
さ
に
地
域
を
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
く
仲
間
で
あ

る
、
こ
の
思
い
で
こ
れ
か

　

国
は
あ
ら
ゆ
る
部
分
の

働
き
場
を
地
方
に
移
す
国

策
を
と
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
本
市
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
企
業
が
必
要

か
事
前
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

ら
地
域
の
た
め
に
全
力
で

尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
と
、

訓
示
を
行
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
本
市
と
し
て
、
今
回

の
国
の
施
策
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　

政
府
は
今
年
の
秋
に
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
案
を
成
立
さ
せ
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
法
案
の

中
身
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
の
施

策
と
し
て
、
出
産
、
子
育

て
が
し
や
す
い
社
会
づ
く

り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
の
促

進
を
図
っ
て
、
地
方
へ
の

雇
用
の
場
を
確
保
し
て
い

く
と
い
う
の
が
大
き
な
基

本
理
念
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
総
合
戦
略
と
い

う
も
の
が
法
案
の
中
に
織

り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
法
案

の
中
身
を
見
な
が
ら
市
も

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 答

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

企
業
誘
致
で
す
が
大
企

業
は
経
済
情
勢
等
が
左
右

さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
地
域
の
中
で
資
源
を

生
か
し
た
持
続
性
の
あ
る

働
き
場
を
つ
く
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
長

※地方創生大臣＝先の内閣改造により、新たに設けられた。

旧温見小学校（朝地町）

朝
あ さ

 倉
く ら

 秀
ひ で

 康
や す

市民クラブ

どうする過疎化対策

～ 全庁あげて取り組む ～

※
そ
の
他
の
質
問

・
全
国
神
楽
大
会
に
つ

い
て
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一　般　質　問

市民病院の役割は

～ 魅力的な地域の病院を目指す ～

質

質

　

超
高
齢
化
社
会
に
進
ん

で
い
く
豊
後
大
野
市
、
隣

接
す
る
竹
田
市
を
含
む
豊

肥
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
今
後
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

　

第
二
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
達
成
が
本
市
に
お
け

る
将
来
の
財
政
基
盤
を
築

く
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

公
共
施
設
整
理
統
合
の
進

捗
率
と
今
後
の
計
画
を
問

う
。

　

豊
肥
地
域
は
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
は
40
年
先
の

日
本
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
地
域
を
支
え
る
医
療

は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉

の
職
種
間
、
自
治
体
間
の

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
適

正
な
医
療
の
提
供
と
在

　

平
成
26
年
５
月
現
在
で

無
償
譲
渡
等
37
施
設
、
取

り
壊
し
等
37
施
設
で
合
計

74
施
設
で
あ
り
進
捗
率
45

・
４
％
で
す
。　
　
　
　

　

市
民
の
身
近
な
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
今
後
は
市
民

参
画
に
よ
る
協
議
の
輪
を

広
げ
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
公
共

施
設
の
見
直
し
方
針
に

沿
っ
て
進
め
ま
す
。

答
病
院
事
業
管
理
者

答
市
長

市民病院

衞
え

 藤
と う

 正
ま さ

 宏
ひ ろ

緑 政 会

宅
医
療
を
推
進
し
、
住
民

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
魅
力

的
で
職
員
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
よ
う
な
病

院
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

医
療
環
境
の
整
備
、
就
労

環
境
の
改
善
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

改革が本市の将来を左右

～ 市民の理解と協力を ～

旧清川中学校
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～ 11 名の議員が市政を問う～

リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
﹁
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
城
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
使
用
再
開
は

～ 

当
初
の
計
画
ど
お
り
改
修
を 

～

質

質

　

事
故
が
起
き
た
と
し
て
、

今
年
の
３
月
末
か
ら
使
用

禁
止
の
大
型
の
複
合
遊
具

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
城
を
早
く

使
わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
が
ど
う
す
る
の

か
。

　

市
内
唯
一
の
高
校
を
支

援
す
る
た
め
に
創
設
し
た

※
三
重
総
合
高
校
奨
学
金
・

入
学
準
備
金
貸
付
金
制
度

は
、
こ
こ
２
年
利
用
が
な

い
。
資
格
要
件
の
見
直
し

や
、
入
学
準
備
金
も
貸
付

で
は
な
く
給
付
し
た
ら
ど

う
か
。

　

事
故
へ
の
リ
ス
ク
が
低

く
、
維
持
管
理
費
に
お
け

る
費
用
対
効
果
を
考
え
、

遊
具
の
撤
去
も
検
討
し
た

が
、
平
成
21
年
度
に
経
済

対
策
事
業
で
大
規
模
改
修

を
行
っ
て
お
り
、
撤
去
す

れ
ば
国
費
の
返
還
が
生
じ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初

の
計
画
ど
お
り
改
修
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

答
市
長

　

本
年
度
か
ら
設
け
ら
れ

た
高
校
生
等
奨
学
給
付
金

制
度
の
申
請
状
況
等
を
精

査
、
勘
案
し
な
が
ら
、
三

重
総
合
高
校
奨
学
金
・
入

学
準
備
金
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

答
教
育
長

三重総合高校

恵
え

藤
と う

千
ち

代
よ

子
こ

市民クラブ

利用がない奨学金・入学準備金貸付制度

～ 制度の在り方を検討 ～

質
　

市
内
外
の
方
に
魅
力
あ

る
公
園
づ
く
り
を
。

　

既
存
施
設
の
見
直
し
や

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
が
楽
し
み
、
市
外
の
方

が
滞
在
時
間
を
多
く
持
て

る
よ
う
な
公
園
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。 答

市
長

※三重総合高校奨学金・入学準備金貸付金制度＝市内唯一の高等学校である三重総合高校への就学を支援するため、修学・入学準備に必要な資金を貸
し付ける制度。平成 23年度から開始した。
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一　般　質　問

質

質

質

質

　

私
自
身
の
政
治
活
動
に

も
影
響
が
あ
り
ま
す
か
ら

確
認
で
す
。
葬
儀
参
列
の

代
理
出
席
は
法
に
違
反
し

な
い
見
解
で
よ
い
か
。

　

職
員
研
修
、
食
の
モ
デ

ル
事
業
の
手
法
に
は
大
き

な
疑
念
が
あ
り
、
随
意
契

約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
そ

の
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
恣し

意い

的て
き

に
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
行
政
職
員
の

モ
ラ
ル
、
資
質
の
向
上
に

つ
い
て
の
重
要
度
は
高
く

満
足
度
は
一
番
低
い
と
い

う
結
果
が
あ
る
。
公
正
で

透
明
性
の
高
い
契
約
制
度

の
組
織
づ
く
り
を
行
い
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
伴
う
法

令
遵
守
の
整
備
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　

厳
し
い
環
境
の
中
で
椎

茸
栽
培
を
始
め
た
12
名
の

経
営
規
模
や
、
地
域
雇
用

創
造
事
業
の
中
間
及
び
最

終
報
告
は
ど
う
市
民
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
。

　

事
業
継
続
と
い
う
こ
と

が
お
ろ
そ
か
で
は
な
い
か
。

人
の
継
続
は
横
の
つ
な
が

り
に
な
る
。
こ
の
事
業
そ

の
も
の
が
セ
ミ
ナ
ー
だ
け

　

経
営
規
模
確
認
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

段
階
で
こ
の
成
果
の
公
表

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
新
た
な
補
助
制
度
を
通

じ
て
事
業
継
続
を
行
う
。

　

公
職
選
挙
法
に
抵
触
し

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

ご
も
っ
と
も
で
、
今
後

も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
目

指
し
て
入
札
委
員
会
も

し
っ
か
り
と
審
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
長

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

答
副
市
長

豊後大野野菜博士養成セミナーの様子

葬儀に市長夫人が代理参列することは
　　　　　　　　法に抵触しないのか

～ 公職選挙法に抵触しないと考える ～

※地域雇用創造事業＝国の委託事業で事業実施期間は３年度間を上限とし、豊後大野市では平成 23年 7月に豊後大野市雇用創造協議会を設立し、平成
23年 12月から豊後大野市雇用創造プロジェクトを実施した。

小
お

 野
の

 勇
ゆ う

 治
じ

緑 政 会

総
額
８
０
０
０
万
円
が
使
わ
れ
た

　
　
　
　
　

※

地
域
雇
用
創
造
事
業
の
成
果
と
継
続
は

～ 

参
加
者
同
士
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
活
動
を
発
展 

～

に
終
わ
る
危
惧
が
あ
り
本

当
に
や
る
と
き
は
こ
れ
か

ら
で
あ
り
具
体
的
行
動
を

継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
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～ 11 名の議員が市政を問う～

ブリュッケン城（リバーパーク犬飼）

ふるさと納税の本市における重要度は

女性の更なる活躍促進は

～ 財源確保の上で大変重要 ～

～ 実践的活動の取り組みが必要 ～

質

質

質

質

　

各
自
治
体
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
典
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
が
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
特
典
を
考
え

て
い
る
か
。

　

豊
後
大
野
市
役
所
の
女

性
管
理
職
の
占
め
る
割
合

は
将
来
ど
の
よ
う
に
推
移

す
る
の
か
。

　

本
市
に
お
い
て
、
女
性

管
理
職
を
何
年
ま
で
何
人

と
い
う
数
値
目
標
を
決
め

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　

担
当
課
は
現
状
を
把
握

し
て
早
急
の
対
応
を
し
て

欲
し
い
。

　

１
万
円
以
上
の
寄
附
を

い
た
だ
い
た
市
外
の
方
に

は
、
市
の
特
産
物
で
も
あ

る
乾
椎
茸
や
高
糖
度
甘
藷

「
甘
太
く
ん
」
を
中
心
に

お
礼
の
品
と
し
て
送
っ
て

い
ま
す
。

　

数
値
目
標
は
現
時
点
で

は
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、

女
性
管
理
職
の
登
用
は
今

後
も
考
慮
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

全
体
の
総
職
員
数
に
対

し
て
女
性
の
占
め
る
絶
対

数
が
少
な
い
こ
と
や
、
任

命
候
補
者
層
に
該
当
す
る

職
員
が
少
な
い
等
の
要
素

も
あ
り
職
員
の
意
識
改
革

も
含
め
、
適
材
適
所
の
人

事
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

答
財
政
課
長

答
総
務
課
長

答
市
長

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
計
画

ど
お
り
に
改
修
工
事
を
実

施
す
べ
き
で
す
が
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
、
実
施
を

見
合
わ
せ
ま
し
た
が
現
状

の
使
用
禁
止
状
態
を
こ
れ

以
上
継
続
で
き
な
い
と
の

判
断
か
ら
、
当
初
計
画
ど

お
り
改
修
を
行
い
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
長

リバーパークの遊具再開は

～ 使用禁止状態をこれ以上継続できない ～

赤
あ か

 峰
み ね

 映
て る

 洋
ひ ろ
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一　般　質　問

市長の政策活動について

中堅職員研修、食のモデル地域育成事業の
事業展開の活動について

～ 政策実現のため機会あるごとに要請活動を ～

～ 政策形成学び実践的な研修を ～

質

質

　

東
京
出
張
の
際
、
国
会

議
員
に
は
ど
の
よ
う
な
要

請
活
動
を
し
た
か
。
ま
た
、

大
分
県
知
事
に
は
要
請
活

動
を
何
回
行
っ
た
か
。
そ

し
て
、
地
元
県
会
議
員
を

通
し
て
要
請
活
動
に
過
去

に
行
か
れ
た
事
例
回
数
は
。

　

中
堅
職
員
研
修
、
食
の

モ
デ
ル
地
域
育
成
事
業
の

事
業
展
開
の
活
動
の
流
れ

を
、
ま
た
、
日
時
、
会
場
、

講
師
等
の
実
施
さ
れ
た
内

容
は
。

　

地
方
自
治
体
は
、
国
に

対
し
て
単
独
で
要
望
を
上

げ
る
の
が
な
か
な
か
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
県
下
の
市
町
村
が
市

長
会
や
町
村
会
で
、
緊
密

な
連
携
を
保
ち
、
共
通
の

利
害
に
関
し
協
力
し
て
県

や
国
に
対
し
て
意
見
や
要

望
を
上
げ
る
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
、春
と
秋
の
２
回
、

大
分
県
市
長
会
が
開
催
さ

れ
、
九
州
市
長
会
に
提
出

す
る
５
議
案
と
、
大
分
県

に
対
し
て
の
要
望
議
案
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
知
事
へ
の
要
望

等
は
、
毎
年
、
秋
に
「
知

事
と
市
町
村
長
と
の
意
見

交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
出
席
し
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。 答

市
長

　

食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成

事
業
は
主
と
し
て
「
合
意

形
成
」、「
地
域
資
源
調

査
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
」、「
人
材
育
成
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

研
修
の
具
体
的
内
容

は
、
ま
ず
「
豊
後
大
野
市

の
課
題
を
考
え
る
」
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
課
題
に
対

し
て
研
修
生
相
互
が
実
現

可
能
な
政
策
を
ま
と
め
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
は
、
委
託
会

社
の
講
師
３
名
に
よ
り
、

８
回
の
座
学
や
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ツ
プ
が
行
わ
れ
、
２
本

の
政
策
が
ま
と
め
ら
れ
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
費

用
は
３
０
０
万
円
で
主
な

内
訳
は
講
師
謝
金
、
旅
費

及
び
資
料
等
の
諸
経
費
と

な
っ
て
い
ま
す
。

答
商
工
観
光
課
長

答
総
務
課
長

職員研修の様子

内
う ち

 田
だ

 俊
と し

 和
か ず

緑 政 会
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～ 11 名の議員が市政を問う～

質

質

質

　

人
口
減
少
は
自
治
体
、

地
域
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
提
示
す
る
。
問

題
意
識
を
明
確
に
し
、
市

民
と
共
有
の
課
題
と
す
べ

き
と
思
う
が
。

　

第
二
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
計
画
期
間
は
平
成
26

年
度
ま
で
で
、
あ
わ
せ
て

第
一
次
総
合
計
画
は
平
成

27
年
度
ま
で
で
見
直
し
時

期
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
支
所
は
ど
う
あ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

本
年
４
月
に
国
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
策
定
の
動

向
は
。

　

合
併
し
て
９
年
で
４
３

２
１
人
の
減
少
と
な
り
、

対
策
と
し
て
住
宅
改
修
の

支
援
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
設
置
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
制

度
、
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
な
ど
独
自
の

政
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
本
市
独
自

の
カ
ラ
ー
を
出
し
条
件
整

備
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

市
民
を
交
え
た
議
論
が

必
要
で
あ
り
第
二
次
豊
後

大
野
市
総
合
計
画
で
正
面

か
ら
取
り
組
み
た
い
。

答
市
長

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

建
築
物
な
ど
の
公
共
施

設
及
び
橋
、
上
下
水
道
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
等
全

体
を
対
象
と
し
、
財
政
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
長

期
的
な
視
点
を
も
っ
て
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
す
る
も
の
で

あ
り
平
成
27
年
３
月
ま
で

に
総
合
管
理
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
拠
点
で
あ
る
支
所
の
存

在
が
依
然
と
し
て
重
要
で

あ
り
、
各
地
域
で
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
基
本
的
な

考
え
と
し
、
ま
た
、
行
財

政
改
革
と
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
民
営
化
や
委
託
の

推
進
、
公
共
施
設
の
見
直

し
も
同
時
に
進
め
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
維
持
を

目
指
し
て
い
く
考
え
で

す
。

答
市
長

答
市
長

大野支所

今後の人口動向と将来像

～ 独自のカラーとＰＲが必要 ～

佐
さ

 藤
と う

 辰
た つ

 己
み

清風クラブ
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一　般　質　問

質

質

質

　

平
成
23
年
度
に
※
緊
急

雇
用
創
出
事
業
８
６
９
万

３
０
０
０
円
で
行
わ
れ
た

観
光
資
源
の
調
査
・
情
報

収
集
の
成
果
物
は
、
冊
子
・

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
制

作
さ
れ
た
番
組
を
、
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
図

書
館
等
で
の
貸
出
し
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

　

終
戦
70
周
年
を
機
に
、

戦
争
体
験
や
戦
時
中
の
暮

ら
し
な
ど
を
募
集
し
て
冊

子
・
書
籍
の
発
行
、
映
像

化
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
で
行
っ
た
調

査
・
情
報
収
集
の
内
容
は
、

一
般
的
な
観
光
情
報
と
し

て
発
信
で
き
る
も
の
は
、

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
的
な
情
報
は
、
内

容
・
表
記
等
の
精
査
が
必

要
で
す
。
文
化
財
は
既
存

の
刊
行
物
、
資
料
等
を
含

め
て
書
籍
化
を
検
討
し
た

い
。

　

本
事
業
は
観
光
資
源
へ

の
活
用
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、
今
後
設
立
さ

れ
る
仮
称
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
で
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

戦
争
体
験
集
は
、
過
去

に
旧
三
重
町
、旧
緒
方
町
、

旧
千
歳
村
で
作
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
時
点
で
過
去

に
作
成
さ
れ
た
も
の
以
上

の
体
験
集
を
作
成
す
る
こ

と
は
困
難
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
重
要
な
こ
と
な

の
で
、
市
報
等
に
よ
り
戦

後
70
周
年
に
合
わ
せ
た
特

集
が
組
め
な
い
か
な
ど
、

検
討
し
た
い
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

は
、
18
本
の
番
組
を
製
作

し
、
延
べ
２
７
３
日
間
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
制
作
番
組
の
複
製

は
、
音
楽
の
著
作
権
、
複

製
本
数
の
制
限
な
ど
諸
条

件
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
自
主
制
作
番

組
の
複
製
を
視
聴
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
図
書

館
で
の
貸
出
し
が
で
き
る

図
書
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

答
市
長

答
総
務
課
長

答
商
工
観
光
課
長

岩戸の柱状節理とななつ星

「里見発見伝」事業での
　　　　成果物を生かせ
～ 無駄にならないよう、活用する。 ～

ジオパーク関連番組を、
　ビデオやＤＶＤで市民に広げよう

～ 検討を進めている ～

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

日本共産党

※「里見発見伝」事業＝主に文化財、加えて食に関するお店の調査・情報収集を観光協会に事業委託しデータベース化。観光ルート開発や観光まちづ
くりにつながる情報発信により、交流人口の増加を図ることを目的に実施。
※緊急雇用創出事業＝国が失業者対策のため創設した事業。自治体が直接雇用する方法と企業等に事業委託して雇用創出する方法とがあり、平成 23年
度に事業活用し、観光協会に委託して観光資源調査事業「里見発見伝」を実施した。

※

書
籍
化
を
行
い
、
事
業
の

目
的
を
達
成
す
べ
き
で
は
。

戦争体験集を作成し、戦争体験を未来へ伝えよう

～ 市報等で戦後 70 周年に合わせた特集を検討する ～
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～ 11 名の議員が市政を問う～

質

質

　

三
重
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
施
設
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

災
害
時
に
お
け
る
本
市

の
対
応
の
在
り
方
は
。

　

社
会
福
祉
、
地
域
福
祉

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
年
々

増
加
し
、
一
層
の
充
実
が

必
要
で
社
会
福
祉
協
議
会

　

災
害
が
発
生
し
、
ま
た

は
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か

に
災
害
応
急
対
策
が
実
施

で
き
る
よ
う
、
気
象
及
び

災
害
状
況
の
情
報
収
集
・

伝
達
を
行
い
、
県
、
消
防

団
、
警
察
等
の
防
災
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
的
確
な
防
災
活
動
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
法
律
・
制

度
改
正
や
県
の
防
災
計
画

の
見
直
し
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
災
害
対
応
を
検

証
し
危
機
管
理
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
※
適
化
法
の
関
係
や
耐

用
年
数
等
の
こ
と
も
あ

り
、
関
係
機
関
と
の
協
議

が
必
要
で
直
ち
に
結
論
を

出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

答
社
会
福
祉
課
長

答
市
長

答
社
会
福
祉
課
長

社会福祉協議会（農村環境改善センター内）

質
　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
所
は
三
重
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
仮
事
務
所

と
し
て
10
年
を
迎
え
る
。

高
齢
化
が
進
む
本
市
で
は

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
、
重
要
な
福
祉
施
策
、

事
業
を
展
開
す
る
社
会
福

祉
の
拠
点
施
設
建
設
が
必

要
と
考
え
る
が
そ
の
考
え

は
。

社会福祉の拠点施設の計画は

～ 既設の施設を有効利用し対応 ～

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

市民クラブ

※適化法＝補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律の略。補助金の不正受給や目的外使用を禁じた法律。

災害時における市の対応のありようは

～ 危機管理体制の充実・強化を ～

は
重
要
な
担
い
手
の
一
つ

と
し
て
認
識
し
、
期
待
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の

拠
点
施
設
の
建
設
は
今
後

も
財
政
状
況
が
厳
し
く
推

移
す
る
本
市
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
ま

せ
ん
。
既
設
の
施
設
を
有

効
利
用
し
、
地
域
住
民
の

不
安
や
相
談
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。
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川
か わ

 野
の

 優
ゆ う

 治
じ

緑 政 会

質

質

　

浄
化
槽
の
清
掃
・
汚
泥

の
処
理
を
一
社
独
占
体
制

で
行
う
こ
と
に
対
し
て
、

業
者
を
競
争
さ
せ
る
こ
と

で
料
金
を
安
く
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
声
が

市
民
の
間
に
あ
る
が
市
長

の
見
解
は
。

　

浄
化
槽
の
管
理
は
、
保

守
点
検
の
認
可
を
得
た
業

者
で
あ
れ
ば
自
由
に
行
え

る
の
に
、
市
の
公
共
施
設

の
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
入

札
を
行
わ
ず
、
随
意
契
約

で
独
占
業
者
に
管
理
を
行

わ
せ
て
い
る
。
市
の
施
設

の
浄
化
槽
の
保
守
点
検
︵
投

薬
等
︶
は
入
札
に
よ
る
べ

き
で
は
。

　

し
尿
・
汚
泥
な
ど
の
一

般
廃
棄
物
処
理
業
は
、
住

民
の
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
公
共
性
の
高
い
事
業
で

あ
り
、
適
正
な
運
営
が
継

続
的
か
つ
安
定
的
に
確
保

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

本
市
で
は
豊
後
大
野
市

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に

基
づ
き
、
処
理
区
域
内

の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
の
許
可
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
行
の
体
制
で
安
定

的
に
円
滑
か
つ
適
正
に
処

理
さ
れ
て
お
り
、
新
規
の

許
可
は
行
わ
な
い
と
の
方

針
を
定
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
者
で
あ

る
市
は
、
公
共
用
水
域
等

の
水
質
保
全
等
の
観
点
か

ら
、
浄
化
槽
の
性
能
を
適

正
に
維
持
し
、
そ
の
放
流

水
の
水
質
を
確
保
す
る
た

め
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
る
責
務
が
あ
り
ま

す
。
浄
化
槽
の
保
守
管
理

と
清
掃
業
務
は
密
接
な
連

帯
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

放
流
水
の
適
正
な
水
質

確
保
の
た
め
に
は
、
浄
化

答
市
長

答
市
長

浄化槽の清掃・汚泥の処理を
　一社独占体制で行うのは妥当か
～ 一般廃棄物の適正な処理に万全を期して取り組む ～

槽
の
管
理
契
約
は
保
守
点

検
及
び
清
掃
業
務
を
一
括

し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本

市
で
は
浄
化
槽
保
守
点
検

の
知
事
登
録
を
受
け
、
か

つ
清
掃
業
の
市
長
許
可
を

受
け
て
い
る
業
者
と
随
意

契
約
を
締
結
し
、
浄
化
槽

の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

白鹿浄化センター

一　般　質　問～ 11 名の議員が市政を問う～

※
そ
の
他
の
質
問

・
食
の
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て

・
公
務
員
の
政
治
的
中

立
性
に
つ
い
て
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REPORT 視察研修
今後のまちづくりや議会運営に生かします。

部
市
は
、
平
成
11
年
の
台
風

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

際
、
市
民
の
自
主
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
う
べ
が
設
立
さ

れ
、
防
災
啓
発
番
組
を
放
映
す
る
な

ど
防
災
意
識
の
啓
発
、
研
修
会
や
講

演
会
の
開
催
、
防
災
教
材
の
作
成
な

ど
を
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
３
月
に
公
共
施

設
カ
ル
テ
の
作
成
及
び
公
共
施
設
白

書
を
策
定
。
平
成
26
年
５
月
に
は
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
を
、
９
月
か
ら
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
１
月
に
運

用
を
開
始
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
本

市
と
同
様
に
財
政
運
営
の
厳
し
さ
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
、
耐
震
化
、
そ

し
て
機
能
の
維
持
・
更
新
の
た
め
の

巨
額
の
費
用
の
必
要
性
な
ど
が
あ
る

と
さ
れ
、
品
質
、
供
給
、
財
務
の
視

点
か
ら
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

課
題
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
化

す
る
た
め
の
方
針
等
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

万
里
市
議
会
の
編
集
委
員
会

は
、
３
常
任
委
員
会
・
議
運
・

２
特
別
委
員
会
か
ら
委
員
を
１
名
ず

つ
選
出
し
、
顧
問
の
副
議
長
・
議
会

運
営
委
員
長
を
加
え
た
８
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
報
告
は
自
主
性
や
個
性
を

生
か
す
た
め
に
ス
タ
イ
ル
を
不
統
一

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
と
し
て
、
議

案
審
査
の
経
過
で
あ
る
委
員
会
報
告

を
前
面
に
出
し
、
一
般
質
問
は
後
方

へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
可
能

な
限
り
、
旬
な
案
件
に
つ
い
て
特
集

を
組
み
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
表

現
を
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

門
市
は
、平
成
24
年
７
月
に
、

市
民
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

市
民
活
動
団
体
及
び
事
業
者
の
役
割

と
市
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
協
力
し
、
行
動
す
る
こ

と
で
住
む
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
誇

れ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
長
門
市
み
ん
な

で
進
め
る
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
の

条
例
を
具
体
的
、
計
画
的
に
実
現
す

る
行
動
計
画
と
し
て
、
平
成
26
年
２

月
に
策
定
さ
れ
た
な
が
と
協
働
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、「
未
来
に
む

け
て
、
や
ろ
う
や
あ
」
を
合
言
葉
に
、

長
門
市
が
目
指
す
市
民
協
働
の
姿
と

し
て
、
弱
体
化
し
た
集
落
機
能
の
再

生
と
市
民
活
動
団
体
の
活
性
化
の
２

つ
を
柱
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

賀
市
議
会
の
議
会
報
編
集
特

別
委
員
会
は
、
各
会
派
及
び

常
任
委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
８
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
手
づ
く
り
の
議
会
だ
よ
り
と

し
、
原
稿
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
、
取
材
、

写
真
撮
影
ま
で
全
て
を
議
員
み
ず
か

ら
編
集
発
行
し
て
い
ま
す
。
第
１
回

目
の
編
集
会
議
で
は
前
号
の
反
省
を

１
ペ
ー
ジ
ず
つ
行
い
、
次
号
へ
と
生

か
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
と

い
っ
た
議
会
の
話
題
を
特
集
す
る
ほ

か
、
市
民
登
場
企
画
の
強
化
を
す
る

た
め
、
裏
表
紙
を
活
用
し
て
市
民
活

動
の
紹
介
や
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
、
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
経
験
を
蓄
積
し
、

新
し
い
委
員
が
誰
で
も
編
集
発
行
で

き
、
さ
ら
に
成
長
し
続
け
る
た
め
に

議
会
報
編
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

宇

伊

長

古

総
務
常
任
委
員
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

●
自
主
防
災
組
織
と
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
に
つ
い
て

●
協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

平成 26 年 7 月 17 日〜 18 日　山口県宇部市・長門市

平成 26 年 7 月 24 日〜 25 日　佐賀県伊万里市・福岡県古賀市

長門市

古賀市

視察研修報告
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市三

平成 26 年 7 月 17 日平成 26 年 8 月 25 日

市民病院、高齢者福祉課を対象に所管事務調査給食調理場を対象に所管事務調査

政の課題に適切かつ迅速に対応するため、
市民病院と高齢者福祉課を対象に所管事

務調査を行いました。
　調査内容は、市民病院については公営企業法と
地方独立行政法人法に基づく病院経営の相違点
を、高齢者福祉課については市の認知症対策の取
り組みについてです。それぞれ担当課長から詳細
な説明を受けた後、委員からさまざまな質疑や意
見などが活発に出されました。

重学校給食共同調理場及び西部学校給食調
理場を対象に所管事務調査を行いました。

　調査内容は、調理場の概要、運営状況、学校（地
域）における食育の取り組みなどについてです。
実際に現地に出向き、それぞれの職員より説明を
受け、質疑や意見などが活発に出されました。そ
の後、調理場内を視察しました。

中
市
で
は
、
地
方
独
立
行
政

法
人
に
基
づ
く
経
営
形
態
を

採
用
し
、
地
方
独
立
行
政
法
人
府
中

市
病
院
機
構
と
し
府
中
北
市
民
病
院

と
府
中
総
合
病
院
と
し
て
平
成
24
年

４
月
１
日
開
院
し
ま
し
た
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
を
選
択
し
た

理
由
で
は
、
法
人
化
す
る
こ
と
で
、

迅
速
な
経
営
判
断
と
経
営
自
由
度
を

高
め
公
営
企
業
と
し
て
、
よ
り
民
間

的
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
経
営
形
態
は
地
方
独
立
行

政
法
人
化
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

亀
市
で
は
、
認
知
症
対
策
に

つ
い
て
、
地
域
全
体
が
認
知

症
の
理
解
を
深
め
、
認
知
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
に

も
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
住
民

の
自
主
的
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
ぐ

る
み
で
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
よ
り
介
護

予
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
認
知
症
講
演
会

や
相
談
会
を
開
催
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
の
中

で
認
知
症
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
認
知
症
予
防

の
集
ま
る
場
が
つ
く
ら
れ
、
地
域
の

人
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
に
つ
な
が

り
が
で
き
、
既
存
の
つ
な
が
り
も
強

化
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

府

丸

●
自
治
体
病
院
を
地
方
独
立
行

政
法
人
へ

●
認
知
症
対
策
の
取
り
組
み

平成 26 年 7 月 31 日〜 8 月 1 日　広島県府中市・香川県丸亀市

委員会活動報告
厚生文教常任委員会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

府中市

市民病院、所管事務調査の様子三重学校給食調理場

視察研修報告、委員会活動報告
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議会日誌

7 月 8 月 9 月
 2 日㈮ 議会広報編集特別委員会
 7 日㈪ 議会活性化委員会
14日㈪ 議会広報編集特別委員会
16日㈬ 千葉県南房総市議会行政視察来庁
17日㈭ 総務常任委員会行政視察
　　　　（山口県宇部市）
　　　　厚生文教常任委員会所管事務調査
18日㈮ 総務常任委員会行政視察
　　　　（山口県長門市）
22日㈫ 議会活性化委員会
24日㈭ 議会広報編集特別委員会行政視察
　　　　（佐賀県伊万里市）
25日㈮ 議会広報編集特別委員会行政視察
　　　　（福岡県古賀市）
30日㈬ 議会運営委員会
31日㈭ 厚生文教常任委員会行政視察
　　　　（広島県府中市）

 1 日㈮ 厚生文教常任委員会行政視察
　　　　（香川県丸亀市）
 4 日㈪ 大分県市議会議長会理事会・議長   
　　　　研修会（大分市）
 5 日㈫ 豊後大野市議会正副議長等と
           商工会役員との懇談会
 6 日㈬ 第 3回臨時会
　　　　議会活性化委員会
21日㈭ 議会活性化委員会
25日㈪ 厚生文教常任委員会所管事務調査
26日㈫ 議会運営委員会
27日㈬ 大分県議会議長との意見交換会
29日㈮ 議会運営委員会

 2 日㈫ 本会議（開会）
       　　議会広報編集特別委員会
 5 日㈮ 議会運営委員会
 8 日㈪ 本会議（一般質問）
 9 日㈫ 本会議（一般質問）
10日㈬ 本会議（一般質問）
11日㈭ 本会議（議案質疑）
　　　　  議会活性化委員会
17日㈬ 常任委員会（付託議案審査）
18日㈭ 常任委員会（事務事業評価）
19日㈮ 常任委員会（事務事業評価）
22日㈪ 決算特別委員会（一般会計）
25日㈭ 決算特別委員会（特別会計）
30日㈫ 本会議（討論・採決） 
　　　　議会活性化委員会

各議員の議案に対する賛否の状況
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野泰秀議員は議長職のため表決権はありません。

会派名
議

決

結

果

議

決

月

日

緑政会 清風クラブ 市民クラブ

　　　　　　　　　　　議員名

件　名　　　　　　　　　　　
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平成 26 年度豊後大野市一般会計補正予算
（第 3 号）の専決処分 承認 8月 6日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の処分
（木質バイオマス発電所用地） 可決 8月 6日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 26 年第３回臨時会の報告

木質バイオマス発電所用地として処分

8 月臨時会、議会の動き

　8月 6日（水）に第 3回臨時会が開催され、一般会計補正予算の専決処分（700 万円追加）

や木質バイオマス発電所用地として造成した土地を事業者に売却するための財産の処分

として承認１件、議案１件を審議し、原案のとおり可決しました。
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　昨年、豊後大野市はジオパークの認定を受けました。それを知っ
たとき、みんな大喜びしました。私も「やった」という気持ちと、ほっ
とした気持ちで胸がいっぱいになりました。清川小学校の５年生と
６年生は、昨年、ジオパークの学習に取り組みました。歴史民俗資
料館の高野さん、豊田さんにジオパークの意味や豊後大野市の自然
や歴史について教えていただきました。私たちの清川町にもたくさ
んの自然遺産があって、とても貴重なものだと知りました。
　私が一番驚いたのは、轟橋と出合橋のアーチの幅が全国１位と２
位ということでした。また、豊後大野市は、約９万年前に阿蘇山が
噴火して火砕流が固まってできたことも初めて知りました。姫島小
との交流も忘れられない思い出です。ジオパークの学習を通して、
豊後大野市のよいところをたくさん知ることができてよかったです。
　これからもいろいろ勉強していきたいです。

　子ども農楽校とは、豊後大野市の小中学生が農林業を体験し、緑
の大切さや農林業の素晴らしさを学ぶ学校です。
　農業をしている祖父の影響で、僕は農作業をすることが以前から
好きでした。だから、農楽校の募集があったとき、僕はすぐに興味
を持ち参加を決めました。
　農楽校の活動は、清川町の花屋さんの苗作りを見学したり、桃の
収穫を体験するような簡単な活動ばかりではありません。小雨の中
での田植えや強い日差しの中での草取りのようにきつい作業もあ
りました。
　僕は農楽校の活動の中で、祖父の手伝いでは気付いていなかった
農業のきつさを学びました。でも、活動が大変だったことで、終わっ
たときの達成感の大きさも見つけました。また、農楽校の先生方は
くわの使い方一つから丁寧に教えてくれる優しい先生方です。僕も
誰かに根気よく物を教える力や見えない所での優しさを持つ大人
になりたいと思います。

ジオパーク学習をして

生き方を学ぶ～農楽校と出会って

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介
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議会を傍聴してみませんか？
次回 12 月定例会は、11月２8日に開会予定です。
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手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。


